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MARK3

MARK3; CTAK1; EMK2; MAP/microtubule affinity-regulating kinase 3; C-TAK1; cTAKT;
Cdc25C-associated protein kinase 1; ELKL motif kinase 2; EMK-2; Protein kinase STK10;
Ser/Thr protein kinase PAR-1; Par-1a; Serine/threonine-protein kinase p78
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	応用
	抗原情報
	背景
	微小管親和性制御キナーゼ3（MARK3） ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質はリン酸化によって活性化され、タウタンパク質MAP2およびMAP4のリン酸化に関与する。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年10月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：タウ、MAP2、およびMAP4の微小管関連タンパク質の特異的リン酸化に関与する。CDC25Cの'Ser-216'をリン酸化。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MARK サブファミリー。,類似性: KA1 (キナーゼ関連) ドメインを 1 つ含む。,類似性: タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。,類似性: UBA ドメインを 1 つ含む。,組織特異性: 普遍的。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	MARK3抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MARK3抗体を用いたHeLa細胞および293細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MARK3 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	C-TAK1ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	1：500に希釈したC-TAK1ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

